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ホージャ・イスハークの宗教活動

特にカーシュガル・ハーン家との関係について

澤　田 稔

はじめに

　Khwaja　Is海qはNaqsltbaRdl教団に属するMakhdam－i　A‘多am（1542年逝｛去

〔BaPTonbπ　1963：276〕）の子であり，16世紀後半に東トルキスタンに来訪して伝道し

た後，サマルカンドに帰った。その後，Khwaja至s麺qの子孫は東トルキスタンにおい

て宗教勢力を築き，王s嫡qiyyaと呼ばれることになる。

　一方，t　Makh面m4　A‘gamの別の子王s捻n－i　Ka鍛Rの子孫は，それより遅れて東トルキ

スタン西部に進出し，1s猛niyyaと呼ばれる党派を形成していく。Ishaqiyya，　Isha－

a圭yya両派，すなわち所謂カーシュガル・ホージャ家は，17世紀末からジューン・ガル

の宗主権下において東トルキスタン西部を統治し，その為政は18世紀50年代に清朝に

よって征討されるまで続いた。

　MakhdUm－i　A‘pamの子孫が当地に進出した時，そこを支配していたのは，モグーリ

スターン（東チャガタイ）・ハーン家の系譜を引く所謂カーシュガル・ハーン家であっ

た。このハーン家は17世紀末にジューン・ガルの介入によって政権を奪われるまで，そ

の政治勢力を維持していたn。

　このようにハーン家とホージャ家は東トルキスタン西部支配の頂点に立った2大支配

階層であるが，両者の宗教上・政治上の閣係については十分に解明されていない。ホー

ジャ家が東トルキスタン西部に地歩を占め，宗教的のみならず政治的にも力を発揮して

行く過程は，概括的には捉えられている2｝ものの，纈部の様根にまで踏み込まれている

1）　カーシュガル・ホージャ家とカーシュガル・ハーン家に関するすぐれた概説が，〔羽田ig82〕

　の第1部第1章「17－18世紀の東トルキスタン」，〔毒口1971〕に見られる。

2）　〔嶋田1952：11e－119〕において，ホージャ（和卓）家とハーン家の関係がカーシュガル・

　ハーン圏期からジューン・ガル躊代まで検討され，ホージャの権力がハーンの権力を排除する

　ものではなかった事が結論づけられている。
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訳ではない。本稿はその過程の端緒となったKh噸la　Is海qの東トルキスタンにおける

宗教活動を，ハーン家成員との交渉を申心にして叙述し，その活動の成果と限界を考察

しようとするものである。

　なお，鑑要な史料は，カーシュガル・ハーン家の通史とも言うべき内容をもつ現地の

ペルシャ語史書，Shah　Ma知med　ibn　MTrza　F翫φ呈l　Chur護s著勲擁肋（TShMと略記す

る）である。1976年にソ連邦の。．Φ．AK臨y臓㎜氏により校訂テキストの公刊され

た本史料3｝によって，従来，概略的にしか分からなかった16・17世紀の東トルキスタン

の状況を詳しく知ることができるようになったのである。

　また，1768－69年に書かれた現地のチャガタイ・トルコ語聖者伝，Muhammad

§adiq　KashqarT著Tadhkira－i　Kliwaj’agan（TKhと略記する）をも利嗣する4｝。本史料は

カーシュガル・ホージャ家，特にIs海qiyyaの伝記を中心に叙述しているが，16世紀後

半からi8世紀半ばまでの東トルキスタンをめぐる政治精勢もその記述の中に織り込まれ

ている。

　なお，引用文台の丸括弧内は筆者による補足である。

3）　〔AKPtMylllK；fH　1976〕はTShMの校訂テキスト（101p．），ロシア語訳，詳細な訳註，史料解

　題などから成る裳々たる研究書である。校訂テキストからの引用箇所は〔TShM］の略号で，

　その他の本書からの引用箇所は〔AK；（Myillxpixx　1976〕で示す。なお，本史料は，本田蜜信氏が

　主宰された「チョラス史研究会」で輪読したものである。席上数々の教示をたまわった，本闘

　先生をはじめとするメムバーの方々に謝意を表する。

4）所講Tadhkira－i　KhzvaJ’agan（もしくはTadhkira－i‘A2is2　an）の本当のタイトルは7ね議々ケ鷹泌

　Jahan（もしくはTadhfeira－i　Jahan）であるとの薪説が〔Hamada　1978：90，　No．48〕に見られる。

　本史料の作成年代などの解説と関連文献（写本隅録・写本など）については〔Hofman　l969：

　25　一　29〕を参照されたい。この史料の要約（抄訳）として〔Shaw一£1ias　1897〕と

　〔9artmann　1905〕がある。筆考は，濱田正美氏が〔Hamada　1978〕で引用された以下の4つの

　写本を利用した。すなわち，熱stitut　de　France，　ms．3357；British　Library，　Or．5338，0r．9660，

　Or．9662の4写本である。それらのうち，最初から2つの写本は濱田氏所蔵のマイクロフィル

　ムから複写させていただいた。謝意を表する次第である。なお，〔Hamada王978：90，　No．48〕で

　挙げられているOr．9960はOr．9660の，　Or．6992はOr．9662の誤植であろう。　British　Lib－

　raryに照会したところ，　Or．9960はべプライ語写本，　Or．6992はコーランであるとの返信

　（1982年6月18鼠付’〉を得た。
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1　カーシュガル・ハーン家による東トルキスタン西部支配の状況

　嶋田嚢平氏が論証されたように〔嶋田1952：105－106〕，Khwmja　lsbaqの父Makh－

dUm．i　A‘4amが東トルキスタンに足を踏み入れた事実はなかったと考えられる。カー

シュガル・ホージャ家の伝記TKhにおいても，東トルキスタンでの活動はKhw魏

王s悼qより始まっている。その一節を次に引幽しよう。

　　‘Abd　a圭・Ka曲n　KhanはKhσja　Is海q　Wa圭丁貌下を招いて，　Kashqarに連れて来た。

　　数日後，バーーンは王sh珈挽下（ホージャ・イスハーク・ワリー一を指す）にあまり好

　　意を持たなくなった。Ishan貌下はΩazaqの地方へ行った。そこで奇蹟を顕し，

　　多くの人々がイスラームに高められた。彼の祈りで死者は魂を見い出し，導入は治

　　癒し，泉は流れ出し，驚くべき：不思議な事が起こって，18の偶像寺院が壊れた。18

　　万人の無鱈門馬がイスラーム教徒になった。

　　　さて，‘Abd　al－KarTm　Khanは再び人を遣わして謝りに来て，（lshan挽臼を）連

　　れて来た。しかし，その好意のなさは変わらなかった。それ故に，1sh勘挽下の心

　　に不安が残った。

　　　さて，Mubammad　Su圭tnnは‘Abd　al－KarTm　Kh珈にとって女婿（dllmxd）で

　　あったが，Khola　Is埴q挽子にとても忠実であった5｝。

Khwzaja　lsbaqをカーシュガルに招いたとされている‘Abd　aLKar魏は，後述するよう

に，カーシュガル・ハーン家の第3代ハーンである。このハーンはKkwala　Is拡qに好

5）　lnstitut　de　France，　rns．　3357，　f£　14　verso－15　recto　：　Hadrat－i　Khoja　lshaq　Wailni　‘Abd　al－

　KarTm　1〈han　taklTf　etip　1〈Gshqargha　a1fp　keldi．　bir　necha　kifndin　keyin　1〈han　liadrat－i　lshangha

　鑑all｝iltifat　bold三寿［adrat－i正sh置n　Qaz銭q　diy騒r㎏ha　bard’riar．　anda　kashf．i　karδ獄護程ar多護hir　qy1『p

　tola　khalq　islzamgha　musltarraf　bokl’f．　du‘alar－i“　birlan　blifk　jan　tap’sp　aghr’iq　shifa　tap’tp　chash－

　malar　jarT　bolup　‘ajayib　al－gharnyib　ishlar　wuqu‘gha　kelip　on　seklz　but－khzana　srndr．　ytiz　sek－

　san　minAg　kafir　musuliman　boldi’．

　　amma　‘Abcl　al－1〈arira　KhaR　yena’　kishi　ibartip　‘udhrgha　kelip　ah’p　ke1di．　｝ekin　kam　iitifztl’fqt

　kam　bolmad’ik　ol　wajhdrn　gadrat－i　lshfiRn’tn－g　kdn－gi’llarida　ghubar　qaldl

　　amma　Muhammad　Sultan　・ki　‘Abd　al－KarTm　KhaRgha　damad　erdi　wa　lekin　gadrat－i　Khoja

　Ishdq　Wakgha　ikhlas’t　tola　erdi．　cf　：　British　Library，　Or．　5338，　£　8　recto－verso．　Or，　9660，　f．　8

　verso，　Or．　9662，　£　13　verso．
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意を持たず，ハーンの女婿（後述するように，正しくは実弟である）Muhammad　Sul－

SllnがKhwaja　lskaqに忠実であったという。ここでは，‘Abd　al－KarTm，　Mゆammad両

兄弟のKhw銭la　Is瞬qへの細々が正反鰐である事と，兄である前者がハーンと呼ばれて

いることに着目しておきたい。

　TKIiはさらに次のように述べている。

　　Khoja王晦aq　Wah即下e9　Yfirkand，　Kashqar，　Aqs穫にいて，12年滞在した。多くの

　　人々を正しき道に導き，預欝者ムハンマドのシャリーアを普及させた。若干の人々

　　を信仰の完黙なる者にして，彼自身はThamarqandへ帰還したG｝。

ホージャが12奪間東トルキスタン西部の3地方において伝道し，サマルカンドに帰った

とされている。

　ところで，A臨幸y田K照氏の砺究によると〔AauMyi：iKus　1976：276，　No．96〕，

Khwaja　lsh2qが東トルキスタンに到来した正確な年代を挙げている史料は一つもない

という。筆者が検討したTKh，　TShMにもその年代の記載はない。しかし，彼の到来は

カーシュガル・ハーン家の‘Abd　al・KarTm，　Muhammad両兄弟との交渉と関連して語ら

れているので，当時のハーン家の動向を整理しておくことは到来叡覧の限定に資するで

あろう。そして，何よりもまず，本稿の主眼であるホージャとカーーシュガル・ハーン家

との関係を考察する前提として，ハーン家の東トルキスタン支配の実情を舞えておかな

ければならない。

　‘Abd　al－Kaτrm，　Mubammad両兄弟の父‘Abd　al－Rashτdは，その父S瞬蝕Sa‘Td　Khan

の死後，940年ムハッラム月1臓／1533年7月23日にハーン位に即いた〔AK照y田K照

1984：159，161〕。‘Abd　aLRashTdは父の在世中A儀suとMoghロ圭istaaを10年間壁絵し，

父の死後，Kashghar，　Ya嬉丁耳i§銭r，　Yarkand，　Aqsa，　KhotanからBadakftsh：nに至るま

で27年間専剃的に支配した〔TShM：12〕と伝えられている。　BaPTOπ域抄訳の「カー

シュガル史』によると，‘Abd　al－RashTdは967／1559－60駕に逝去した（SapT◎諏b澱1973

　175；cf．　AKpfMy11IlcpfN　1976：271，　No。69〕。以下に第2代ハーン，‘Abd　al－RashTd在

位中（1533～1559－60年）のハーン家成員の動静を晃ておきたい。

6）　IRstitut　de　France，　ms．　3357，　f，　16　vefso　：　gadrat－i　Kh6ja　lsljaq　Wall　Yarkand　Knshqar

　Aqsada　bolup　o垣ki　yll　iqzamat　q了玉dvlar．　tola　Rhalq櫨rah4　r蕊stgha　bashlap　sharl‘at－i　M購a－

　fagha　rawaj　berdilar．　necha　kishila’rni　s｝hib－i　kamnl　q’tl“tp　6zltiri　Crhamarqandgha　rujR‘

　q’alld’i’lar．　cf　：　British　Library，　Or．　5338，　f．　9　verso，　Or．　9660，　£　9　verso，　Or．　9662，　f．　15　recto．
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　TShMの第2話7｝に‘Abd　ai－Rashyd　Khapの患子12人が挙げられているが，〔TShM：

10〕，そのうち本稿に関連する人物を系図で示すとくee　1＞のようになる。

〈図1＞　カーシュガル・ハーン家略系図

Su玉tan　Sa‘T（圭

“Abd　al－Rashld

‘Abd　al－Latlf‘Abd　al－KarTm　　§面　　Muhammad　Aba　Sa‘撮　Ωuraysh　Mubammad　B6qT

　（長男）　　　　（次男）　　　（4男）　　（5男）　　　（6男）　　（7男）　　　　（8男）

　カーシュガル・ハーン国の首都はヤールカンドであり，バーーン国の最高支配者はハー

ンであり，皇子たちはスルターンと称した〔留口1971：61－62〕。皇子たちの中には，

地方へ派遣されて支配に当たったものがいた。TShMの第2話は12子の列挙に続いて次

のように記す。

　　‘Abd　al－La壌Sulyanは‘Abd　ai－RashTd　Khenの長男であり，　Moghalistanを統舗

　　するようにAqsifとUckの知事として（imarat）派遣されていた。　Kashgharに

　　＄面Sul鋤が任命された。　Amlr　Muhammad￥　Bariasがその師傅（atahq）とされ

　　た。Khotanの知事として（hukttmat）Ωuraysh　Sultanが派遣された。〔TShM：10〕

地方支配権を表わす単語としてimarat（am￥rとしての権限）とhu取回at（hakimとして

の権限）が用いられているが，両語はTShMにおいては同一権限を示していると考え

られる。それは‘Abd　al－KarTmの地方支配についての次の記事においてAqsttの支配権

がimarat，　kukGmatの平語によって区別されずに表現されているからである。その記事

を引用しよう。

　　‘Abd　a1－La壌S晦anがΩad骸qの手から殉教のシャーベットを飲んだ（殉死した）

7）　TSItAd’の公刊テキストは64話（dhikr，1つだけdar　bayan）から成っており，ほぼ古い蒋代

　から親しい隠代へと叙述が進んでいる。もともと序数は公刊テキストにはないが，TShMには

　絶対隼代の記載が稀であるので，記事の相対的年代を少しでも把握し易いように序数を付した。
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　　蒔，‘Abd　al－K：arlm　1〈ltxnがAqsgの知事職（imarat）に任命された。‘Abd　aL

、KarTm　Khanは赴任を拒否した。　Aqsaの知事職（hukitmat）を拒絶する理由を

　　（‘Abd　a1－Ras嫉d　Khanに）尋ねられると，‘Aもd　al，Karrm　Khxnは答えて言った。

　　（23手テ省略）

　　　‘Abd　al－RashTd　Khanは自分の勇敢な息子（‘Abd　al－Lalrf　Sultan）のために祝福

　　の祈りを捧げるよう命じ，満足した。‘Abd　al－Karlm　Khanに事情の説明を求めた。

　　‘Abd　ai－Karlm　Kh勘はYa嬉了琢§arの知事職（加ka磁at）を望んだ。ハーン（‘Abd

　　al－RashTd）はMtthammad　MTr臓yi　Bayrlnを師傅にして，（‘Abd　al－Karrmを）

　　Ya亀丁耳is吾rへ派遣した。その時，＄ttfr　SulleRがKashghaぎの支配者（wゑh）で

　　あった。〔TShM：12－13〕

先にAqsuとUchに知事として派遣されていた長男‘Abd　al－La瞬が戦死したため，次

男‘Abd　a1－K：arlmがAqsuに派遣されることになったが，彼は赴任を拒み，結局，

Ya聴1琢saζに派遣されたのである。なお，ここで‘Abd　al－KarTmにスルターンではな

くハーンという称号が付されているのは，彼が後に父を継いで第3代カーシュガル・

ハーンになったからである。この野点では，父がハーンであったのであり，彼は‘Abd

al－KarTfn　Sultdfiと呼ばれるべきであるけれども，　TShMではこのようにハーン位に即

く以前の記事においてもハーン号が付されているのである。それは‘Abd　aLKarmを継

いで第4代カーシュガル・ハーンとなった5男Multammadの場合も心様である。

　さて，Aqsu方面において‘Abd　al－Latlfの後任となったのはそのM面ammadである。

　　‘Abd　al－LaSTfの後，‘Abd　al－Rash憲Kkanは彼（Muhammad）をAqsuのハーンと

　　して（khaniyat＞派遣した。〔TShM：20〕

と述べられている。ここではkhaniyat（ハーン位）という単語が使用されているけれ

ども，これはMuhammadがカーシュガル・ハーン家の麻笥支配者たるハーンになった

ことを意幽しない。khaniyatはimarat，　bukumatと悶レヴェルの支配権を表している

と思われる。Muhammadが第4代ハーンとなった時のことであるが，同様の用例とし

てTShMの第11話「Muhainmad　KhaR　we下がハーンの王座（sarlr－i　kltanr）に即いた事

とその統治体制」においてMuhammadの即位事情に続いて

　　（Mukammad　Khanは）Abu　Sa‘認Sukan（‘Abd　al－Rashfd　Kkanの6男）を

　　KCtshgharとY盃聴丁耳i§arのハーンとして（khan圭yat＞派遣した。そしてAmlr

　　TeRgrT　Berdfを彼の師傅（atal鞍）とした。（TShM：24〕

と記されている。もし，これがカーシュガル・ハーン家の最高支配者ハーンになったこ
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とを示しているならば，Ab罰Sa‘廼Sultanではなく，　Abu　Sa‘Td　Kh：nと呼称されてい

るはずであるし，そもそもMuhammadのハーン位即位と矛盾するのである。

　このA駈Sa‘τd　Su1箪nのKashgharとYa嬉冥那§甜支配について，ハーンとスルター

ンとの権力関係を窺わせる記事がある。すなわち，

　　Mubammad　Khan〈アッラーよ，楽園において永遠ならしめたまえ〉がAbu　Sa‘id

　　Su1蜘をKashghaτに派遺するに当たり，　Abu　Sa‘Td　Sul⑳の命令（bukm）は

　　XashgkarとYa囎丁耳i顛rにおいて効力あること（jfirτ　u　nafiδh　bzashad＞，ハーンは

　　介入（dakhl）しないことが定められた。その後，スルターンはKashgharにおい

　　て専制的であった。〔TShM：25〕

とあるように，Muhammad　KhanがA擁Sa‘ld　S晦anに独立的な地方支配権を委ねた

ことが分かる。TShMはこの記事に引き続いて，　Muhammad　Kh灘からAbu　Sa‘Td　Sul・

蜘に派遣されてきた官吏に対し，後者の師傅であったTe穂rτBerdTの対応を伝えてい

る。Te嬉r茎BerdTは「ハーン際下は（Y翫導翠純r東南の）Ωyz茎1の地まで我がスル

ターンに恩賜（soyUrgh組〉した」「君主たるもの，その勅書（yarhgh）に惇ってはな

らぬ」と喬って，その官吏を追い返したという〔TShM：25〕8［。　K琶shghar，　Y護聴T

Uisar　rk地方がハーンによって恩賜（s◎y資rgh壌）され，勅書（yaごlygh）によって規定

されていたと考えられる。Abg　Sa‘Td　Sultanの地方支：配権の内容は独立的なものである

と思われるが，Muhammad　K撚nの権限がより上位にあることは明白であろう。地方

支配者となった皇子スルターンと最高統治者ハーンとの権力関係は，以上のMuham－

mad　KhanとAbu　Sa‘id　Sul箪nとの間に見られるものと同様であると考えて大過なか

ろう。

　以上考察した‘A6d　al－Rashid　KhaR治世下に皇子スルターンたちが支配した地域を図

示すれば，〈図2＞のようになる。

〈図2＞　‘Abd　al－Ras嬉d　Kh翫治世（1533～1559一・60年）の地方支配者
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8）Muhammad　Khanがこの凡例の派遣によってAbu　Sa‘Td　Su肱nに何を要求したのかは不明

　であるが，Te嬉rτBe∫dγの言葉はso蝉∫gharされた土地に対する受領者の不入権を示すもので

　あろう〔堀川1982：30〕。
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　次に第3代ハーン，‘Abd　al－KarTm治世（1559－60～1591－92年〉〔AKffMy1uKptN［　1984：

159，160，162〕下のハーン家の動静を整理しよう。

　‘Abd　al－KarTmは父‘Abd　al－Rashid　Khanが逝去した際に，　Ya…亀τ耳iS：rからYar－

kandに来て，母Chuchuk　Kh：nlmと武将や貴顕たち（umara　wa　akabiran）によって

パーーン位に指名された〔TShM；14〕。その2β後，　Kashgharから弟の＄itfT　Sultanが

やって来て異議を嘱えた。TShMの第6話はその晴の模様を次のように伝えている。

　　‘Abd　a1－Karfm　K憾nは‘Abd　al－RashTd　Khanの2番際の息子である。彼は古くか

　　らの習わし（rasm－i　qadTm）に従ってハーンに推戴された。2真後，　Xashgharか

　　ら＄ttfT　Su11anが来て，宮廷（orda＞に下馬した。スルターンが一人で入って来る

　　ことを取り決めてあった。スルターンは一人で（母であるChUch甑）Khanlmの前

　　に進み出て，会見がなされた。‘Abd　al－Kar￥m　KhanはSgfT　Sultanに次のように

　　欝つた。「弟よ，私は古くからの習わしに従ってバーーン位に指名された。もしそな

　　たがバーーン位を望むならば，国（mam圭akaのはそなたのもの。私は現世の事でそ

　　なた達と敵対したくない。」そのあとでハーニムが次のように言った。「わが愛し子

　　よ，‘Abd　al－KarTmはそなた達にとって父の代わりである。　M：oghalの皇子たち

　　（sa獄τn）の古くからの習わしは，誰であれ隼長の者をハーン，ハーカーンと認め，

　　服従することである。私たちは古くからの習わしに従って‘Abd　a｝一Karfm　KhnRを

　　ハーンに推戴した。そなたの意見はどうであるか。」SttfT　SultaRは即座に立ち上が

　　り，母と兄の前でまっすぐに立って言った。「‘A撮盛Kar踊Kh甑を父の代わりと

　　認めています。心底より服従します」と誓った。KashgharとY護1㎏丁耳isarの知事

　　職（hukumat）が＄uf￥　Sultanに定められ，帰還する許しも与えられた。Ωuraysh

　　Su｝taRがKhotanの知事として（lmarat）派遣された。〔TShM：14－15〕

　この即位事情より，Yarkandでハーン位に即いた‘Abd　al－Kar珈がカーシュガル・

ハーン家の主権者になったことが確認される。なお，‘Abd　aLXarTmの兄‘Abd　al－La頭

はΩadhaqの翠aqq　Na多ar　Kh瓢との戦いで認んでいた〔T∫hM：IO－11〕ため，この暗

‘Abd　al－KarTmが一番年上であったのである。舞ffは父の在世中に支配していたKash－

gharに加えて，　Ya亀丁耳is銭rも支配することになり，その弟Ωurayshも前代に引き続

いてKhotanの支配を認められたのである。

　では，Aqsgの支配はどうであったのだろうか。前述したように，前代‘Abd　al－

Rash認Khaaの治世（1533～1559－60年〉中に5男のM晦a職nadが長兄‘Abd　al－Lal丁f

の死後，Aqsaに派遺されていた。一方その頃，　Aqsuより東方のKasan（クチャ），
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∫諭sh，　Tur鍛n，恰密は所謂ウイグリスタン・ハーン家の支配する所となっていた〔堀

1975：28－30〕。そのバーーン家の始祖と騒されるMan§grはカーシュガル・ハーン家の

始祖S蜘aR　Sa‘Tdの兄であり，16世紀初頭にTttrfzanを本拠地にして，東方の恰密へも

勢力を振っていたが，1543年にManSUrが死ぬと，その一族の闘に紛争が生じていた

〔堀1975：23－26，29－30；佐　i　1971：58〕。

　ここでは，その抗争に立ち入らずに，カーシュガル・ハーン家とAqsuの関係を整理

しておかねばならない。TShMの第9話（pp．20－22）にAqsfiのMu麺mmadをめぐ

る状況が語られているので，以下その要点をまとめてみよう。

　当蒋KUsanは（ウイグリスタン・ハーン家の）Man＄Gy　KhaRの子Sltah　Khanの手

中にあった。（カーシュガル・ハ・一ン家の）Mu阜ammadはShah　KhanがΩalmaqに遠

征している隙にKasanに軍を率いて，　Shah　K雛nの娘を捉えようとして失敗した。

Ωalmaq遠征から帰還したS懐h　Kh：nはそれを知って怒り，　Aqsitに軍を率いてそこの

要塞を2度包囲した。結局，彼はM晦ammadを捕らえてJalTshに連れて行き，5ケ月

留めた。そこでM蜘a獄madの子S憶h　Shujぎal－DTR　Abmadが生まれた。

　このように，AqsaにいたMuha磁madはウイグリスタン・ハーン家のSh汕K捻nに

よって東方J翫shに拘留されたのであるが，それはすぐに解かれた。第9話は要約し

た上の記事に続けて，次のように記している。

　　‘Abd　al－K：arlm　Khnnは｛吏者を派遣して言った。「Muhammadは我々の系図では

　　我々の患子である。彼の過ちを許されよ。」Shah　Khanは即座に応じて，　Muham－

　　mad　Khanと（その妻）M隻hr　Nush　Begimとその従者たちを‘Abd　ai－Karlm　Khan

　　のもとへ向かわせた。‘Abd　al－Kar￥m　KhanはMuhammad　Khanを慰撫した。

　　Muhammad　KhdRは長兄‘Abd　al－KarTm　Khanのもとに暫く居た。　SiffT　Sultanが

　　K：ashgharにおいて逝玄した。　M面a鵬皿ad　Khanをその代わりに派遣した。〔TShM

　　：　22）

　＄ttfr　Sulsan死後の地方支配者の変遷はTShMの第10話に詳しく記されている。すな

わち，

　　＄afT　Suitanの代わりにMuhammad　KhanがKashgharとYarfgT　Hi§：rにおいて支

　　配者（walT）となった。国（mamlaka£）は彼の三代に今日と同じように栄えた。

　　Mubammad　KhnRはKashgharの圏（mam｝akat）で（その支配者の）位に即き，

　　AqsGとUchにlv；ubammad　B：qT　Sultanが任命された。　IV［uhammad　Baq1　Sul舞n

　　は‘Abd　a｝一Rash露Khanの8番目の息子であった。　AqsGとUchの都市（balda）
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　　が彼に確固たるものとなったが，3年後，彼は神の慈悲と結びついた（逝去した）。

　　A儀suとUchの臨（mamlakat）をKusanの晦（qa＄aba）まで，‘Abd　al・KarTm

　　Khanは弟Muhammad　Khafiに委譲して，（さらに）Muhammad　Khxnの息子

　　Shah　Shula‘al－Dln　Abm、ad　Khanに恩賜（soyurghal）した。〔TShM：23〕

　以上考察した‘Abd　al・Kaflm　Khzan治世中に皇子スルターンの支配した地域を図示す

れば，〈図3＞のようになる。

〈図3＞　‘Abd　al－Kaffm　Khan適量（1559－60～1591－92年〉の地方支配者
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ll　ホージャ・イスハークの東トルキスタンにおける活動

　1の冒頭で引用したように，TKhによると，　Khwaja　lsbaqは‘Abd　al－Kar￥m　Khan

に招かれてKashghafに来たが，ハーンとの関係は良くなく，カザークの地方に去り，

そこで「18万人」を改宗させた。その後，再びハーンのもとに来たが，待遇は良くな

かったようである。それに対して，ハーンの弟Muhammad　Sul£2nはKlhw護la至s嫡qに

とても忠実であったという。

　TShMの第7話「大挽回（耳adrat－i‘AZTzan）の到来とその御方の蓋干の事績j（pp．

17－29）は大税下Kh畷la　Is麺qの東トルキスタンにおける行動を記述しているが，そ

の冒頭においてKh噸ja至s麺qのKおhghar到着について次のよ：うに述べている。

　　イスラーム教徒の指導者，地表の極，両世界の聖主の友，民と儒仰の燈火Makh一

　　面瓢一iA‘Zam貌下（耳adrat）の子Khwala　M峰ammad　ls協q税下〈至高のアッ

　　ラーよ，彼らの魂を浄めたまえ〉がSamarqandからKashgharに来た。　Muham－

　　mad　KhanはAqsuから兄＄uf￥　Sultanのもとに来ていて大弁下（Khwaja　Mukam一

　　鶏ad王s切qを指す）のもとに急いで行った。大野下は会見の後，　Mukammad　Khan

　　に尋ねた。「おお，我がスルターンよ，名は何と言うのか。」Muれammad　Khanは
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　　返答した。「Muhammadと言います。」大挽下は微笑んで言った。「私がこの地方に

　　来たのは，ほとんどその名に惹かれたからである。おお，Muhammadよ，無為に

　　過ごしてはならない。努力せねばならぬ。j

　　　Muhammad　Khanは常住の地（wataR－i　na’1iff）（Aqsu）へ帰った。彼の心に次

　　の考えがうかんだ。「たとえ大刀下に帰依（inxbat）するとしても，私はまだ未熟

　　であり，彼への義務を果せるだろうか。もし帰依しなければ，どうであろう。決断

　　すべき好機だ。」そのように考え込んでいた。その時，大門下は光明に照らされ，

　　インクつぼとペンを持って来させ，手紙を書いてMuhammad　K：hanに送った。次

　　の詩の一節をその手紙に記していた。

　　　　心の弱さや頬の黄色さに考え込むな

　　　　愛に足を置け，愛人より助けがある

　　　書信が腿くやいなや，M嘘am組ad　Khnnはどうしょうもなく動転して，大二丁

　　のもとに向かった。大半下はMuhammad　Khzanに会い，手厚くもてなした。

　　Muhammad　Kh2nはかの偉大な御方と会話する名轡を与えられ，真心から讃えた。

　　大三下は称賛すべき美徳を持つこのスルターンのために祝福の祈りを捧げた。

　　CTSIiM：　17］

SamarqandからKasltgharに来たKhwaja至s嶽qにカーシュガル・ハーン家のMukam・

madがまず帰依したのである。　M晦a獄madはハーンと呼称されているが，　Aqsgから

Kashghaτに往復している事から考えて，皇子スルターンの地位にあったと見るべきで

ある。TKhは王で引用したように‘Abd　al－Karlm　Kh孤がKhw肉a　lsbaqをK：shghar

に招いたと伝えているが，その形跡はTShMから窺えない。

　Khw海a王s埴qはKashgharにおいて‘Abd　a1－Kar取Khanに会っていないようである。

というのは，Yarkandで両者の会見がなされようとしたからである。　TShMの第7話は

上の叙述のあと次のように記している。

　　（大半下Khwaja　Muhammad　Is拡qは）その後Yarkandへお越しになった。　Yar．

　　kandの貴顕たちくakabir）が出迎えた。下馬の後，‘Abd　a1－Karエm　Kh瓠が大挽下

　　のもとに来た。大一下は私室（khalwat・khaaa）にいた。ハーンの来訪が大挽下に

　　伝えられた。大門下はハーンの前に出て行くことを主張した。ハリーファたちは制

　　止して，「‘Abd　al－Kar丁m　Khanは荒野の入でモグール人（MoghGl）である。少し

　　遅れて行く方がよい」と欝つた。そのため，遅らされた。‘Abd　al－KarTm　Khanと

　　Khwaja‘Ubayd　AllahはMllhammad　Wak　S面〈彼の上に慈悲あれ〉の弟子
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　　（murrd）であった。それ敏にハーンは苦悩した。　Khwaja‘Ubayd　Allahは’眼んで，

　　「もう窟廷（orda）へ帰ろう」と震った。ハーンは即座に宮廷へ向かった。ハーン

　　と大御下との間に塵埃が舞い上がった。暫く大事下はイスラーム教徒の教導にたず

　　さわった：。その後Khotanへ旅立った。〔TShM：17－18〕

‘Abd　a玉．Kar￥m　Khan　VS　Yfirkandに来たKhwaja　lshvdqを訪ねたが，会見できなかった。

その理由としてハーンとその宰相（wazTr）9｝Khwaja‘Ubayd　A｝1ffhがMu麺m憩ad　Wah

＄煎の弟子（murld）であったことに注鼠される。というのは，　Muhammad　Walr　＄afτ

という人物はUwaysiyya教國を創設した〔Fletcher　l985：23〕Khwaja　Muhammad

Sharlfの後継者（ja－nishエn），つまり神秘主義教団Uways圭yyaの指導者であった：o，から

である。先代のKhw顔a　M晦ammad　Sharlfは‘Abd　al・Rashrd　Kh6nの治世中にK：sh－

gharとYarkaadで活動しており，‘Abd　al－Rash露Khan自身Khwaja　Muhammad

Sharτfの弟子（ムリード）であった〔K6parnM◎B　1969：233－234；AKKMyx！iK；fH　1976

：265，醤α55〕。つまり，第2代ハーン‘Abd　al－RashTdと第3代ハーン‘Abd　al－Xar加は

ムリードとしてUwaysiyya教団に関係していたのである。

　話は前後するが，このUways重yya教団の指導者Khwaja　M面a驚mad　Sharτfと‘Abd

al－RashTd　Khanとの親密な関係を示す記述がTShMの第3話に見られる。第3話は

「‘Abd　aLLa頭Su1撫の事績の終わりと‘Abd　al－Rashrd　KheRが愛し子‘Abd　al－LatTf

Su｝簗nの復讐のために軍を率いたこと」と題し，‘Abd　a圭一La雌Su聴nがΩadhaqと

◎Qirqizの連合軍に敗れ，致命傷を負って死亡したことに続けて，次のように記している。

　　‘Abd　al－La雌Sul鋤逝玄の報せが（‘Abd　al－Rashld）Khanに届いた。ハーンと

　　ハーニム（后）は嘆き悲しみ，スルターーンの遺体を運んで来て，（Yarkandの

　　〔r【aHTycoB　i905：307〕）AltuRにある偉大な祖父S購an　Sa‘Td　Khanの墓の傍らに

　　埋葬した。その時，Kh畷la　M晦ammad　SharTf無下〈神よ，彼の秘密を浄めたま

　　え〉は信仰の完全でない者を教導するのにたずさわっていた。‘Abd　al－Rashld

　　KhaRはホージャ挽下に頼って助力を求め，状況を述べた。ホージャ貌下はハーン

　　の状況に同情し，いにしえの聖者たちの墓に参拝しにハーンを同伴して出発した。

　　スルターーンの子スルターン，ハ一封ーンの子ハーカーン，すなわち，Su｝laR　Satuq

9）AntS　al－Talibin，〔AKvaMy1u［Kmit　1976〕年収（cTp．332＞の校訂テキスト　97a．

10）　Anls　al一　Talibin，　ibid．〔AKYIMYIIIKMH　l　976：265，　No．55，273，　No．76〕。なお　〔Fletcher　l　985〕

　の文献は上野英二氏の御教示を受けた。記して謝葱を表する次第である。
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　　Boghra　K：han〈アッラーよ，彼の秘密を浄めたまえ〉の光に満ちた廟（mazar）に

　　到った。（ホージャ挽下は）偉大なスルターンに助けを求め，ハーンに出陣の許可

　　を与えた。ハーンは大軍を整え，Ω￥暉zとΩadh磯に向かって進発した。〔TShM：

　　ll｝

Khwaja　M蜘am嶽ad　Shar￥fは‘Abd　al－RashTd　K勲nのためにKashgharのArtifshにあ

る（RaHrycoB　1905：306－307〕Satuq　Boghra　KhnRの廟に参詣して頒護を祈願したの

である。そして，ホージャはSatuq　Boghrll　KhaRの霊から霊感を受け，その出陣許可

の言葉をハーンに取り次いだと思われる〔濱田　1980：109〕。ホージャが国家支配者

ハーンに強い宗教的影響力を持っていたことを確認できる。このような影響力の行使は，

‘Abd　al－Rashrd　KhanがKhwaja　Mubammad　Sharlfのムリードであったことと不可分

の現象であろう。

　‘Abd　al－Kar￥m　KhanはこのKhwaja　Mu麺m！nad　Sltarlfの後継者であるMuhammad

WalτS面のムリードであった。ハーンがM噂a鵬mad　Wah　S面の影響力を受けてい

たことは十分に推察される。‘Abd　al－Karlm　KhanがNaqshbandτ教団に属する新来の

Khwaja　lS鯵qと仲違いしていることの背累には，このような事情があったのである。

　話をもう一度，Khwaja　lskaqの行動に戻そう。　TShMの第7話は，先に引用した

Kashghar，　Y2rkandでの活動に続けて，　Khotan，　Aqsuでの滞在の様子を伝えている。

第7話より要約しておこう。

　YarkandからKhOtanに向かう途中Togh肱K：entの人々がK：hwδja　lshaqを迎えに出

て贈物を献げ，信心深く心底より庇護を求めた。Khotanに到着すると，Ωuraysh　Sul一

蜜nが貴顕たちを同伴して出迎え，庇護を求めた。Khwaja　lshaqはそれからChTraで3

年間，信仰の：不完全な者たちの教導にたずさわった。しかし，Ωuraysh　Sult：nが死ん

だ妻を生き返らせてほしいと執拗に求めたことに立腹して，Aqsaへ去った。その時，

Ωurayshの兄Muhaπ｝madがAqsifに居て，3日行程の所までKhwaja　Ishuqを迎えに

出て，よく奉仕した。Khwaja　lshaqはAqsuに滞在し，純粋な心を持っていた人々は

彼の到来を好機と考え，心の真実に従って弟子（ムリード）となった。さらe：　Aqsuの

人々が熱心な信奉者（mukhli§　wa／mu‘taqid）となった。

　そして，Khw護ja　lshdqはKUsanに向かった。第7話はKasanでの滞在とTurねnで

の出来事を次のように記している。

　　大貌下（Khwaja　M蜘a磁mad王s海q）はKifsanへ向かった。　Shutur　KhalTfa〈彼の

　　上に慈悲あれ〉をTurfanに派遣した。大貌下はKasanに逗留した。　Kgsanの人々
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　　はためらわずに僑服し，弟子（mur￥d＞となった。　KhalTfa　SltuturはTurfanに到

　　着し，Turfanの人々と会った。τurfaaの人々は信服しなかった。　Alp　A綴挽下1’）

　　の聖墓（asitana＞を信奉していた。　KhalTfa　ShuturはA｝p　Ataの光に満ちた墓に

　　行き，アタの墓石（qabr）に馬乗りした。墓石が揺れ出し，　KhalTfa　Shutuyを地面

　　に投げillした。　Khalτfa　Sltuturは再び跳び乗った。また揺れた。墓石が割れ，獅子

　　（sh？r）が現われた。大挽下が加護し，　Kha爆a　Shuturを救繊した。　Turfanと∫aL

　　Tshの人々は（大叶一Fに〉庇護を求めた。　K：halTfa　Shutur〈彼の上に慈悲あれ〉は

　　丁丁下に仕えに帰った。その後，大挽下は常住の地（wa重an－i　ma’1蟹）Samarqand

　　へ帰った。〔TShM：19〕

Kttsanに滞在したKhwEja　ls海qは弟子（ムリード）の〔A－fMylllK」tH　1976：279，

No．111〕Shu宅urをTurfanに派遣したが，そこの人々は信服しなかった。　Alp　Attiの聖

墓を信奉していたためである。その聖墓をめぐるShutu∫救出の奇蹟的な話は，　Khwaja

Is埴qの神秘的な力を誇るものであるが，　TurfanとJakshの人々がその奇蹟の結果，

彼に帰依したようになっている。このエピソードの背後には，TUffanにおける在地宗

教勢力のKhwaja　lsbaqに対する抵抗が想像されよう。

　結局，Khwzaja　Is海qはKifsanから西トルキスタンのSamarqandへ帰還した。　TKIi

は彼のYarkand，　Kashghar，　Aqsifにおける滞在期闘を12年としている（1参照）が，

TShMには彼の東トルキスタンにおける滞在期間は記されていない。

　Khwaja　I諏aqは1599年9月30日にSamarqandで逝去した〔AKPfMyuiK）fH　1976：275，

No．　94〕。しかし，カーシュガル・ホージャ家の活動は彼の息子Khwaja　M噂am：nad

Yabya（別名K：hwaja　Shtidτ〉：2）によって受け継がれる。　TKhは次のように伝えている。

　　Khoja　I轟磯Wa観点下はこれらの都市（Ytirkand，　Aqsaなどを指す）から帰る時

　　にK〈：shgarにUshtur　Khal責aをYa四丁耳iparにKhojaΩasim　KhalTfaを，　Kh◎tan

　　にIbn　Y琶suf　Kha1Tfaを居らせて，　YarkandにKhoja　ShlldT　Khδjamを彼：の礼拝用

　　絨織に座らせて，彼自身は帰還していた。大挽下Kh◎ja　S捻dTは教導の位に即い

11）アルプ・アタはアリー‘Ahに比定されたり，アリーの7世の孫と晃なされたりしている〔佐

　ca　1986：230－231］．

12）Khwaja　Mu阜ammad　Y鋤yaのlaqab（尊称，ニックネーム）はKhwaja　Shadiである

　CTShM：　7e］．
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　　て，若干の人々を正しき道へ招いた。監3｝

この記事によると，Khw置ja　lshaqはSa…narqa聡d帰還の際に子のKhwaja　M晦am瓢ad

Yah頭（Khwaja　Sha盗）を後継者にして，　Yarkandに残したのである。

　しかし，TShMでは事情が異なっており，　Khwaja　MuBammad　Yaby：は西トノレキス

タンから来たことになっている。その第15話「Abg　Sa‘Td　S曜anの逝去とその頃に生起

した事」の中で次のように記されている。

　　Ma　war：’al－nahrからMakh面m4　A‘多a磁挽下の子　Khweja　Mukammad　Ishaq挽

　　下の子1〈hw護ja　Mubammad　Yahyx　5N画く至高のアッラーよ，彼らの魂を浄めたま

　　え〉がお越しになった。Muhammad　Khan陛下はΩttslt　KaRbarの地まで迎えに出

　　て14），全き尊崇の念をもってΩaraΩtm村151へお連れした。その後M晦am1nad

　　K撚n陛下は徒歩となり，大照下（Khwaja　Mubammad　Yahy：）の馬の手綱を首に

　　かけて宮廷（ordu）へお連れした。3日間，大宴会が催され，祈願がなされた。大

　　挽下のために邸宅が作られた。大鰐下はそこに滞在した。〔TSIzM：30〕

この記事の年代は不明であるけれども，表題に見えるAba　Sa‘ld　Sultnnの逝去は

Muhammad　Kh：nの治世（1591－92～1609磯0年〔AKvaMy11IKKH　1984：160，162〕）中の

ことである15）から，Khw護la　M蜘a憩mad　Yahyaの到来も同ハーンの治世中にあたる。

M晦a獄mad　KhnBはKhwaja　lshaqに続いて，その子Khwala　M幽a撫凱ad　Y鋤yaにも

仕え，良好な関係を結んだのである。Khwaja　Is海q来訪の時，　Muhammadはまだ主権

13）　lnstitttt　de　France，　ms．　3357，　f．　19　verso　：　gadrat－i　Khoja　lsbaq　Waix　bu　＄hahriard’in

　yanrshlar’fda　Kashqargha　Ushtur　KhalTfank’　YanthgT　Uiszargha　Kh6ja　9：sim　KhalTfanl’　Khotanga

　lbn　Yasuf　KhaiTfanr　Yzarkandga　gadrat－i　Kh6ja　Shadl　1〈h6jamnl“　sajjadalarrda　olturghuzup

　6zltiri　ruja‘q憲p　edilar．耳adrat－i　Kh◎ja　ShadT‘AzTz　masnad－i　irshadda　olturup　necha　kishil譲r－

　ni　hidayat　yoh’gha　indadilar．　cf．　British　Library，　Or．　5338，　f．　11　recto－verso，　Or．　9660，　£　ll

　recto，　Or．　9662，ff．　17　verso－18　recto．

14）君位必惣1梅π（Bodleian　Library，　Ms．1nd．　Inst．　Pers．45，　fol．96　recto）では「K6k　Rab灘

　のlangarまで迎えに鵡た」とされている。　K16k　RabatはYarkandオアシスの西端に位嚇して

　おり，Kashghar，　Yangi　H1ssarからYarkandへの街道筋にある（Sven　Hedin，　Central　Asia

　Atlas，　NJ43　；　Aurei　Stein，　／nner　Most　Asia，　vol，　IV，　Maps，　No．　5）o

15）Kara　Ku斑はKbk　RabatからYarkand市街地への街道筋にあり，荊煮の東方約20Km，後者

　の酉方約12Km（いずれも直線鞭離）の辮に位置している（Hedin，　ibid．；Stein，　ibid．）。
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者ハーンではなかったが，このKhwaja　Mubammad　Yahy2の聴には，すでにハーン位

に即いていた。その後，Khweja　Mu5ammad　Yakya（Kkw萄a　S撫dT）はカーシュガ

ル・ハーン家の内紛・抗争を利用して地歩を固めていくのである。

おわりに

　Khwaja　ls海qは第3代カーシュガル・ハーン，‘Abd　al－Karてmの治世（1559－60・一一

1591－92年）中にSamarqandから東トルキスタンに来て伝道した。彼とハーン家成員と

の関係は，‘Abd　al－Karfm　Khanとその弟M毒ammad　Su海aとの場合で対躁的である。

‘Abd　al－KarTm　1〈hllRとKhwaja　ls簸qとの仲は良くなかった。ハーンは宰相と共に別の

州民Uwayslyyaのホーージャの弟子（ムリード）であった。それに対して，　Mubammad

Su海nとKhwaja　lshdqとの間柄は良好であった。　M峰am獄adは当無Aqsuを支配し

ていたが，Kxshgharに来たIS嫡qに帰依している。

　ハーン家とのこのような関係はKhwaja　Isレaqの東トルキスタンへの進出を困難なら

しめたと思われる。Ishaqが東トルキスタンで伝道した後，　Samarqandへ帰還したのは，

ハーン家との関係で限界があったためではなかろうか。Is拡qを厚遇しなかった‘Abd

al－Karlmがハーン位にある限り，その弟M蜘a鵬maδといかに良好な関係にあろうとも，

Is嫡qが東トルキスタン西部に勢力を占めることに無理があったに違いない。1で晃た

ように，ハーン家の主権者ハーンと皇子スルターンとの間には，政治権力の上でレヴェ

ルの差があった。スルターンはハーンによって派遣された地方支配者にすぎなかったの

である。

　しかし，Khwala　Is埴qの東トルキスタンにおける活動の最大の成果は，　Muhammad

と緊密な紐帯を結んだことであろう。M峰am瓢adはKhwaja至s拡qのkhalffa（代理人）

であり，道統の上でKhwala　Is麺qとKhwaja　Muhammad　Yahyaの間に位置づけられ

ている〔TShM：6－7，28〕。　Mubammadはイスラーム神秘主義者としても活躍して

いたのである。カーシュガル・ホージャ家は，‘Abd　al－Kanmの死後ハーン位を継いだ

このMuhammadの治世以降，愈々東トルキスタン西部に勢力を確立していくのである

が，その過程については別に考察せねばならない。
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